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新
出
土
資
料
関
係
文
献
提
要

本
提
要
は
、
『
中
国
研
究
集
刊
』
結
号
（
総
四
十
二
号
）
に
掲
載

さ
れ
た
「
新
出
土
資
料
関
係
文
献
提
要
（
八
）
」
の
続
編
で
あ
る
。

前
回
同
様
、
郭
店
楚
墓
竹
簡
（
郭
店
楚
簡
）
・
上
海
博
物
館
蔵
戦
国

楚
竹
書
（
上
博
楚
簡
）
に
関
す
る
文
献
を
主
対
象
と
し
た
。
前
半

は
中
文
書
、
後
半
は
和
書
で
あ
る
。

『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
（
六
）
』
（
馬
承
源
主
編
、
上

海
古
籍
出
版
社
、
二

0
0
七
年
七
月
、
三
三
八
頁
、
縦
組
繁
体
字
）

上
博
楚
簡
の
図
版
（
写
真
版
）
と
釈
文
考
釈
と
を
収
録
し
た
書

の
第
六
分
冊
（
第
一
分
冊
•
第
二
分
冊
は
提
要
（
一
）
、
第
三
分
冊

は
提
要
（
四
）
、
第
四
分
冊
は
提
要
（
六
）
、
第
五
分
冊
は
提
要
（
八
）

で
解
説
済
み
）
。
本
巻
に
は
、
『
競
公
症
』
『
孔
子
見
季
桓
子
』
『
荘

中
国
研
究
集
刊
金
号
（
総
四
十
六
号
）
平
成
二
十
年
六
月
九
―

-10―
頁

（九）

王
既
成
申
公
臣
霊
王
』
『
平
王
問
鄭
寿
』
『
平
王
与
王
子
木
』
『
慎

子
日
恭
倹
』
『
用
日
』
『
天
子
建
州
』
の
九
篇
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

「
図
版
」
（
写
真
版
）
と
「
釈
文
考
釈
」
と
の
二
部
よ
り
な
る
。

『
競
公
甜
』
の
原
釈
文
担
当
者
は
、
膜
茅
左
氏
で
あ
る
。
全
十

三
簡
（
全
て
残
簡
）
で
、
篇
題
は
第
二
簡
背
面
に
「
競
公
甜
」
と

あ
る
。
「
競
公
」
と
は
春
秋
時
代
の
斉
の
景
公
の
こ
と
で
あ
り
、
本

篇
は
、
景
公
が
「
寵
」
の
病
に
か
か
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
引
き
起

こ
っ
た
朝
廷
内
部
の
論
争
が
記
さ
れ
て
い
る
。
本
篇
は
、
斉
国
の

歴
史
・
宗
教
・
哲
学
・
医
学
・
治
国
の
策
略
、
及
び
『
晏
子
春
秋
』

の
材
料
・
成
書
年
代
な
ど
、
多
方
面
の
研
究
に
価
値
の
あ
る
史
料

を
提
供
し
て
い
る
。

『
孔
子
見
季
桓
子
』
の
原
釈
文
担
当
者
は
、
膜
茅
左
氏
で
あ
る
。

全
二
十
七
簡
（
全
て
残
簡
）
で
、
元
々
篇
題
は
な
く
‘
冒
頭
句
よ

り
取
る
。
本
篇
は
、
儒
家
の
重
要
な
侠
文
で
あ
る
。
全
文
が
対
話

形
式
で
、
孔
子
と
季
桓
子
と
の
談
話
が
記
さ
れ
て
い
る
。

草

野

友

子
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『
荘
王
既
成
申
公
臣
霊
王
』
の
原
釈
文
担
当
者
は
、
陳
侃
芥

氏
で
あ
る
。
全
九
簡
で
、
『
荘
王
既
成
』
と
『
申
公
臣
霊
王
』
の
二

篇
か
ら
な
る
。
『
荘
王
既
成
』
は
、
無
射
を
製
造
し
た
楚
の
荘
王
と

重
臣
沈
手
子
樫
と
が
、
楚
の
後
の
王
（
子
孫
）
が
覇
者
の
地
位
を

保
つ
こ
と
が
で
き
る
か
に
つ
い
て
問
答
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

『
申
公
臣
霊
王
』
は
、
楚
の
王
子
囲
（
後
の
霊
王
）
と
陳
公
子
皇

（
穿
封
戌
）
と
の
間
に
起
こ
っ
た
、
捕
虜
（
鄭
の
皇
子
、
皇
頷
）

を
め
ぐ
る
争
い
に
つ
い
て
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

『
平
王
問
鄭
寿
』
の
原
釈
文
担
当
者
は
、
陳
侃
芥
氏
で
あ
る
。

全
七
簡
で
、
元
々
篇
題
は
な
く
、
内
容
に
基
づ
い
て
名
付
け
ら
れ

た
。
本
篇
は
、
楚
の
平
王
が
国
の
「
禍
敗
」
に
つ
い
て
、
鄭
寿
（
お

そ
ら
く
、
卜
手
の
観
従
）
と
問
答
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

『
平
王
与
王
子
木
』
の
原
釈
文
担
当
者
は
、
陳
侃
芥
氏
で
あ
る
。

全
五
簡
で
、
元
々
篇
題
は
な
く
、
冒
頭
の
句
に
基
づ
い
て
名
付
け

ら
れ
た
。
本
篇
は
、
楚
の
王
子
木
（
太
子
建
）
が
楚
の
平
王
に
命

ぜ
ら
れ
て
城
父
に
至
っ
た
際
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

『
慎
子
日
恭
倹
』
の
原
釈
文
担
当
者
は
、
李
朝
遠
氏
で
あ
る
。

全
六
簡
で
、
篇
題
は
第
三
簡
背
面
に
「
慎
子
日
恭
倹
」
と
あ
る
。

本
篇
の
内
容
は
、
現
存
す
る
各
種
版
本
の
『
慎
子
』
に
は
見
ら
れ

ず
、
む
し
ろ
儒
家
の
学
説
と
関
連
す
る
よ
う
で
も
あ
り
、
こ
の
「
慎

子
」
と
伝
世
文
献
中
の
「
慎
子
」
（
慎
到
）
と
は
同
一
人
物
と
見
な

せ
る
か
ど
う
か
、
今
後
の
研
究
が
待
た
れ
る
。

『
用
日
』
の
原
釈
文
担
当
者
は
、
張
光
裕
氏
で
あ
る
。
全
十

簡
で
、
元
々
篇
題
は
な
く
、
篇
中
に
多
く
見
え
る
「
用
日
」
を
篇

名
と
し
た
。
「
用
日
」
と
は
、
「
諺
日
」
「
郡
諺
日
」
「
古
語
日
」
等

に
相
当
し
、
世
の
中
の
人
々
に
対
す
る
訓
戒
、
実
際
に
役
立
つ
言

葉
、
及
び
伝
世
文
献
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
諺
が
記
さ
れ
て
い
る
。

『
天
子
建
州
』
の
原
釈
文
担
当
者
は
、
曹
錦
炎
氏
で
あ
る
。
甲

本
と
乙
本
と
が
あ
る
が
、
内
容
は
同
じ
で
あ
る
。
甲
本
は
全
十
三

簡
、
乙
本
は
第
十
二
簡
•
第
十
三
簡
が
失
わ
れ
て
お
り
、
現
存
す

る
の
は
十
一
簡
で
あ
る
。
本
篇
は
、
儒
家
文
献
で
あ
り
、
主
に
「
礼
」

制
に
関
す
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
『
大
戴
礼
記
』

『
礼
記
』
と
類
似
す
る
記
載
が
見
ら
れ
、
先
秦
時
期
の
礼
学
を
研

究
す
る
上
で
貴
重
な
資
料
を
提
供
し
て
い
る
。

『
《
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
（
四
）
》
読
本
』
（
出
土
文

献
訳
注
研
析
叢
書

p
o
2
6
、
季
旭
昇
主
編
、
哀
国
華
共
編
、
陳

思
婢
•
張
継
凌
•
高
佑
仁
・
朱
賜
麟
合
撰
、
万
巻
楼
図
書
股
扮
有

限
公
司
、
二

0
0
七
年
三
月
、
九
八
頁
、
横
組
繁
体
字
）

海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
（
四
）
』
（
馬
承
源
主
編
、
上
海

古
籍
出
版
社
、
二

0
0
四
年
十
二
月
）
と
し
て
公
開
さ
れ
た
文
献

七
篇
（
『
采
風
曲
目
』
『
逸
詩
』
『
昭
王
毀
室
昭
王
与
罪
之
牌
』
『
束
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大
王
泊
旱
』
『
内
礼
』
『
相
邦
之
道
』
『
曹
沫
之
陳
』
）
に
対
す
る
釈

文
・
現
代
語
訳
・
注
釈
等
を
収
載
し
た
書
。

第
四
分
冊
の
全
文
献
に
つ
い
て
、
各
々
「
題
解
」
（
該
当
文
献
に

つ
い
て
の
簡
易
な
解
説
や
竹
簡
の
再
排
列
案
の
提
示
等
）
、
「
釈
文
」
、

「
語
訳
」
（
現
代
中
国
語
訳
）
、
「
注
釈
」
（
伝
世
文
献
の
類
似
文
章

と
の
比
較
、
字
形
の
解
説
、
語
句
の
解
説
等
）
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
。
巻
末
に
は
、
文
字
を
対
照
さ
せ
る
た
め
に
、
各
文
献
の
竹
簡

の
文
字
を
模
写
し
た
も
の
と
、
隷
定
後
の
文
字
と
を
並
べ
て
掲
載

し
て
い
る
。

内
容
的
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書

（
四
）
』
の
原
釈
文
と
異
な
る
釈
読
を
提
示
し
て
い
る
箇
所
が
見
ら

れ
る
点
で
あ
り
、
各
文
献
の
解
読
の
際
に
有
益
な
資
料
と
な
ろ
う
。

な
お
、
す
で
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
、
『
《
上
海
博
物

館
蔵
戦
国
楚
竹
書
（
一
）
》
読
本
』
（
出
土
文
献
訳
注
研
析
叢
書

P

0
1
7

、
季
旭
昇
主
編
、
陳
諜
慶
•
鄭
玉
珊
・
郡
溶
智
合
撰
、
万

巻
楼
図
書
股
伶
有
限
公
司
、
二

0
0
四
年
六
月
。
提
要
（
六
）
で

解
説
済
み
）
、
『
《
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
（
二
）
》
読
本
』
（
出

土
文
献
訳
注
研
析
叢
書
p
o
1
6

、
季
旭
昇
主
編
、
陳
美
蘭
•
蘇

建
洲
・
陳
嘉
凌
合
撰
、
万
巻
楼
図
書
股
伶
有
限
公
司
、
二

0
0
三

年
七
月
。
提
要
（
二
）
で
解
説
済
み
）
、
『
《
上
海
博
物
館
蔵
戦
国

楚
竹
書
（
三
）
》
読
本
』
（
出
土
文
献
訳
注
研
析
叢
書

p
o
2
2
、

季
旭
昇
主
編
、
陳
恵
玲
•
連
徳
栄
•
李
銹
玲
合
撰
、
万
巻
楼
図
書

股
伶
有
限
公
司
、
二

0
0
五
年
十
月
。
提
要
（
八
）
で
解
説
済
み
）

が
あ
る
。

『
簡
吊
』
第
＿
輯
•
第
二
輯
（
武
漢
大
学
簡
吊
研
究
中
心
主

僻
、
上
海
古
籍
出
版
社
。
第
一
輯
、
二

0
0
六
年
十
月
、
五
一
五

頁
。
第
二
輯
、
二

0
0
七
年
十
一
月
、
五
四

0
頁
。
横
組
繁
体
字
）

武
漢
大
学
簡
吊
研
究
中
心
が
主
宰
す
る
専
門
の
学
術
集
刊
。
①

戦
国
文
字
を
主
と
し
た
古
文
字
研
究
、
②
簡
吊
を
主
と
し
た
先
秦
．

秦
漢
出
土
文
献
の
整
理
と
研
究
、
③
簡
吊
資
料
を
主
な
着
眼
点
と

し
た
先
秦
•
秦
漢
史
研
究
及
び
研
究
動
向
・
評
論
紹
介
・
資
料
的

文
字
、
と
い
う
三
つ
の
層
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

第
一
輯
に
は
、
四
十
七
篇
の
論
文
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

内
、
郭
店
楚
簡
に
関
す
る
論
文
は
五
篇
（
『
五
行
』
『
性
自
命
出
』

『
語
叢
（
四
）
』
）
、
上
博
楚
簡
に
関
す
る
論
文
は
十
篇
（
『
従
政
』

『
容
成
氏
』
『
周
易
』
『
恒
先
』
『
束
大
王
泊
旱
』
『
内
礼
』
『
曹
沫

之
陳
』
）
で
あ
る
。
本
書
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
論
文
の
う
ち
六
篇
は
、

日
本
人
研
究
者
（
谷
口
満
・
大
西
克
也
・
工
藤
元
男
•
福
田
哲
之
・

廣
瀬
薫
雄
・
水
間
大
輔
、
掲
載
順
）
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、

「
徳
国
漢
堡
大
学
亜
非
学
院
中
国
語
言
文
化
系
的
中
国
写
本
研
究
」
、

「
関
於
早
稲
田
大
学
的
中
国
簡
贖
研
究
」
、
「

1
9
0

0
年
以
来
出

(93) 



土
簡
吊
一
覧
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

第
二
輯
に
は
、
二

0
0
六
年
十
一
月
に
開
催
さ
れ
た
「
中
国
簡

吊
学
国
際
論
壇
」
に
て
発
表
さ
れ
た
論
文
四
十
四
篇
が
収
録
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
内
、
郭
店
楚
簡
に
関
す
る
論
文
は
九
篇
（
『
五
行
』

『
老
子
』
『
太
一
生
水
』
『
細
衣
』
『
尊
徳
義
』
『
成
之
聞
之
』
『
性

自
命
出
』
）
、
上
博
楚
簡
に
関
す
る
論
文
は
十
七
篇
（
『
子
羊
~
』
『
民

之
父
母
』
『
細
衣
』
『
孔
子
詩
論
』
『
影
祖
』
『
姑
成
家
父
』
『
周
易
』

『
恒
先
』
『
性
情
論
』
『
采
風
曲
目
』
『
容
成
氏
』
『
束
大
王
泊
旱
』

『
競
建
内
之
』
『
飽
叔
牙
与
隠
朋
之
諌
』
『
君
子
為
礼
』
『
三
徳
』
）

で
あ
る
。
ま
た
、
本
書
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
論
文
の
う
ち
三
篇
は
、

日
本
人
研
究
者
（
廣
瀬
薫
雄
・
浅
野
裕
一
•
藤
田
勝
久
、
掲
載
順
）

に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

年
一
度
の
刊
行
予
定
で
あ
り
、
今
後
の
簡
吊
研
究
に
と
っ
て
有

益
な
学
術
集
刊
と
な
ろ
う
。

『
楚
竹
書
《
周
易
》
研
究
』
（
上
）
・
（
下
）
（
液
茅
左
著
、

上
海
古
籍
出
版
社
、
二

0
0
六
年
十
一
月
、

0
四
五
頁
、
縦
組

繁
体
字
）

上
博
楚
簡
『
周
易
』
を
主
と
し
た
総
合
的
な
『
周
易
』
の
研
究

「
兼
述
先
秦
両
漢
出
土
与
伝
世
易
学
文
献
資
料
」
と
い
う
副
題

が
付
さ
れ
て
い
る
。
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
（
三
）
』
（
馬

承
源
主
編
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
二

0
0
四
年
三
月
）
に
お
い
て
、

『
周
易
』
の
原
釈
文
を
担
当
し
て
い
る
液
茅
左
氏
に
よ
る
も
の
で

あ
る
。上

篇
は
、
「
楚
竹
書
『
周
易
』
研
究
」
と
し
て
、
上
博
楚
簡
『
周

易
』
に
つ
い
て
の
総
合
的
な
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
「
楚

竹
書
《
周
易
》
導
言
」
に
お
い
て
、
近
年
来
の
戦
国
楚
簡
研
究
に

つ
い
て
記
し
て
い
る
。
第
一
章
「
楚
竹
書
《
周
易
》
概
況
与
研
究
」

で
は
、
上
博
楚
簡
『
周
易
』
の
研
究
概
要
、
命
名
、
符
号
、
及
び

文
字
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
。
第
二
章
「
楚
竹
書
《
周
易
》
原

文
考
釈
」
で
は
、
各
卦
の
詳
細
な
釈
読
を
掲
げ
て
い
る
。
附
録
と

し
て
、
「
楚
竹
書
《
周
易
》
原
文
」
、
「
竹
書
・
吊
書
•
今
本
比
較

表
」
、
「
楚
竹
書
《
周
易
》
詞
目
解
釈
」
、
「
楚
竹
書
《
周
易
》
逐
字

索
引
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

下
篇
は
、
「
先
秦
両
漢
出
土
与
伝
世
易
学
文
献
資
料
」
と
し
て
、

『
周
易
』
に
関
す
る
資
料
を
豊
富
に
収
録
し
て
い
る
。
第
三
章
「
考

古
易
的
発
現
」
で
は
、
甲
骨
文
•
今
文
•
そ
の
他
の
器
物
・
各
種

竹
簡
・
馬
王
堆
漢
墓
吊
書
・
漢
石
経
に
見
ら
れ
る
易
卦
に
つ
い
て

記
さ
れ
て
い
る
。
第
四
章
「
伝
世
文
献
中
的
易
学
記
載
」
で
は
、

先
秦
両
漢
等
の
文
献
中
の
易
学
に
関
す
る
記
載
、
歴
史
上
の
『
周

易
』
の
典
籍
、
及
び
今
本
『
易
経
』
と
そ
の
伝
に
つ
い
て
記
し
て

る
。
巻
末
に
は
、
参
考
・
引
用
し
た
論
著
目
録
が
掲
載
さ
れ
て
い
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る。
上
博
楚
簡
『
周
易
』
の
み
な
ら
ず
、
伝
世
文
献
、
出
土
文
献
、

さ
ら
に
は
器
物
に
至
る
ま
で
、
『
周
易
』
に
関
す
る
も
の
を
網
羅
し

た
重
厚
な
研
究
書
で
あ
り
、
今
後
の
『
周
易
』
研
究
に
と
っ
て
非

常
に
有
益
な
資
料
と
な
ろ
う
。

『
上
博
楚
簡
思
想
研
究
』
（
曹
峰
著
、
万
巻
楼
図
書
股
伶
有
限

公
司
、
二

0
0
六
年
十
二
月
、
二
八
六
頁
、
横
組
繁
体
字
）

上
博
楚
簡
『
孔
子
詩
論
』
『
魯
邦
大
旱
』
『
恒
先
』
『
三
徳
』
を

主
な
研
究
対
象
と
し
て
、
そ
の
言
語
や
思
想
的
特
徴
等
を
分
析
し

た
研
究
書
。

第
一
章
か
ら
第
三
章
は
『
孔
子
詩
論
』
を
取
り
上
げ
、
釈
読
、

竹
簡
排
列
案
の
再
検
討
、
着
眼
点
を
絞
っ
た
考
察
等
が
な
さ
れ
て

い
る
。
各
章
の
題
目
は
以
下
の
通
り
。
第
一
章
「
〈
孔
子
詩
論
〉
的

留
白
簡
•
簡
序
•
分
章
等
問
題
」
、
第
二
章
「
〈
孔
子
詩
論
〉
中
有

関
「
関
碓
」
的
幾
支
簡
」
、
第
三
章
「
〈
孔
子
詩
論
〉
中
有
関
「
木

瓜
」
的
幾
支
簡
」
、
第
四
章
「
「
色
」
与
「
礼
」
的
関
係
ー
〈
孔
子

詩
論
〉
・
馬
王
堆
吊
書
〈
五
行
〉
．
《
孟
子
・
告
子
下
》
之
比
較
」
。

第
五
章
「
〈
魯
邦
大
旱
〉
思
想
研
究
」
で
は
、
『
魯
邦
大
旱
』
を

取
り
上
げ
、
そ
の
思
想
的
特
徴
を
考
察
し
て
い
る
。

第
六
章
か
ら
第
八
章
は
『
恒
先
』
を
取
り
上
げ
、
釈
読
、
竹
簡

排
列
案
の
再
検
討
、
政
治
哲
学
の
方
面
か
ら
の
考
察
等
が
な
さ
れ

て
い
る
。
各
章
の
題
目
は
以
下
の
通
り
。
第
六
章
「
〈
恒
先
〉
的
編

聯
与
分
章
」
、
第
七
章
「
〈
恒
先
〉
政
治
哲
学
研
究
」
、
第
八
章
「
〈
恒

先
〉
釈
義
四
題
」
。

第
九
章
か
ら
第
十
三
章
は
『
三
徳
』
を
取
り
上
げ
、
釈
読
、
竹

簡
排
列
案
の
再
検
討
、
黄
帝
や
黄
老
思
想
と
の
関
係
に
つ
い
て
の

考
察
等
が
な
さ
れ
て
お
り
、
『
三
徳
』
の
内
容
を
黄
老
思
想
に
関
連

づ
け
る
点
に
特
色
が
あ
る
。
各
章
の
題
目
は
以
下
の
通
り
。
第
九

章
「
〈
三
徳
〉
的
編
聯
与
分
章
」
、
第
十
章
「
〈
三
徳
〉
釈
読
十
八

則
」
、
第
十
一
章
「
関
於
〈
三
徳
〉

9
号
簡
文
的
釈
読
」
、
第
十
二

章
「
〈
三
徳
〉
所
見
「
皇
后
」
為
「
黄
帝
」
考
」
、
第
十
三
章
「
〈
三

徳
〉
与
《
黄
帝
四
経
》
対
比
研
究
」
。

本
書
は
、
『
上
博
楚
簡
思
想
研
究
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
は
あ
る

が
、
上
記
四
篇
の
み
の
個
別
研
究
と
な
っ
て
い
る
。

『
楚
地
簡
吊
思
想
研
究
（
三
）
』
（
丁
四
新
主
編
、
湖
北
教
育

出
版
社
、
二

0
0
七
年
六
月
、
七

0
八
頁
、
横
組
簡
体
字
）
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1
0
0
六

年

六

月

十

六

S
二
十
八
日
に
武
漢
大
学
で
行
わ
れ

た
「
新
出
楚
簡
国
際
学
術
研
討
会
」
に
て
発
表
さ
れ
た
論
文
を
再

編
集
し
た
論
文
集
。
五
十
九
篇
の
論
文
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
中

国
の
み
な
ら
ず
、
日
本
・
ア
メ
リ
カ
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ハ
ン

ガ
リ
ー
の
研
究
者
の
論
文
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

上
博
楚
簡
に
関
す
る
論
文
が
最
も
多
く
、
三
十
九
篇
の
論
文
が

掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
、
第
五
分
冊
所
収
の
文
献
に
関
す
る

論
文
が
約
半
数
を
占
め
て
い
る
。
ま
た
、
郭
店
楚
簡
に
関
す
る
論

文
九
篇
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
に
、
九
店
楚
簡
•
新
察
慈

陵
楚
簡
・
馬
王
堆
漢
墓
吊
書
・
睡
虎
地
秦
簡
等
に
関
す
る
論
文
も

掲
載
し
て
い
る
。
ま
た
、
本
書
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
論
文
の
う
ち

七
篇
は
、
日
本
人
研
究
者
（
福
田
哲
之
•
浅
野
裕
一
•
西
山
尚
志
・

谷
中
信
一
・
荻
野
友
苑
•
竹
田
健
ニ
・
中
嶋
隆
蔵
、
掲
載
順
）
に

よ
る
も
の
で
あ
る
。

「
新
出
楚
簡
国
際
学
術
研
討
会
」
に
て
発
表
さ
れ
た
論
文
全
て

が
収
録
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
儒
家
系
文
献
に
関
す
る
論

文
に
つ
い
て
は
、
後
述
の
『
儒
家
文
化
研
究
』
第
一
輯
に
収
録
さ

れ
て
い
る
。

な
お
、
す
で
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
、
『
楚
地
出
土
簡

吊
文
献
思
想
研
究
(
-
)
』
（
丁
四
新
主
編
、
湖
北
教
育
出
版
社
、

二
0
0
二
年
十
二
月
。
提
要
（
二
）
で
解
説
済
み
）
、
『
楚
地
簡
吊

思
想
研
究
（
二
）
』
（
丁
四
新
主
編
、
湖
北
教
育
出
版
社
、
二

0
0

『
儒
家
文
化
研
究
』
第
一
輯
（
郭
斉
男
主
編
、
生
活
•
読
書
・

新
知
三
聯
書
店
、
二

0
0七
年
六
月
、
四
六
三
頁
、
横
組
繁
体
字
）

儒
家
に
関
す
る
論
文
を
収
載
し
た
論
文
集
。
本
号
は
「
新
出
楚

簡
研
究
専
号
」
と
し
て
、
二

0
0
六
年
六
月
二
十
六

S
二
十
八
日

に
武
漢
大
学
で
行
わ
れ
た
「
新
出
楚
簡
国
際
学
術
研
討
会
」
に
て

発
表
さ
れ
た
論
文
の
う
ち
、
儒
家
系
文
献
に
関
す
る
論
文
を
再
編

集
し
た
論
文
集
と
な
っ
て
い
る
。
中
国
・
台
湾
・
ア
メ
リ
カ
・
日

本
・
カ
ナ
ダ
・
ベ
ル
ギ
ー
・
ロ
シ
ア
の
研
究
者
に
よ
る
新
出
楚
簡

の
哲
学
思
想
・
宗
教
観
念
・
政
治
意
識
及
び
学
派
帰
属
等
に
つ
い

て
の
研
究
論
文
二
十
一
篇
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
論
文
の
大
多
数

は
、
郭
店
楚
簡
•
上
博
楚
簡
を
取
り
上
げ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、

本
書
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
論
文
の
う
ち
二
篇
は
、
日
本
人
研
究
者

（
湯
浅
邦
弘
•
福
田
一
也
、
掲
載
順
）
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
巻

末
に
は
、
「
新
出
楚
簡
思
想
研
究
論
著
要
目
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

本
書
は
、
儒
家
の
学
術
・
思
想
・
文
化
の
諸
問
題
を
探
究
・
検

討
し
た
専
門
書
で
あ
り
、
根
源
性
と
多
元
性
、
学
術
性
と
思
想
性
、

理
論
性
と
現
実
性
、
重
厚
感
と
前
沿
性
を
編
纂
主
旨
と
し
て
い
る
。

儒
学
史
の
前
史
•
原
始
儒
学
·
漢
唐
儒
学
·
宋
明
学
・
現
当
代
新

五
年
四
月
。
提
要
（
七
）

で
解
説
済
み
）
が
あ
る
。
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儒
学
・
儒
家
人
物
思
想
・
儒
家
経
典
・
儒
家
哲
学
・
儒
家
倫
理

学
・
儒
家
社
会
政
治
理
論
等
、
多
方
面
の
研
究
論
著
を
主
要
な
内

容
と
し
、
さ
ら
に
諸
子
学
·
玄
学
・
道
教
•
仏
教
・
回
教
•
各
兄

弟
民
俗
宗
教
文
化
・
西
学
・
現
代
西
方
人
文
社
科
学
説
と
儒
家
と

の
関
係
を
取
り
上
げ
た
研
究
論
著
を
も
重
視
し
て
い
る
と
の
こ
と

で
あ
る
。
よ
っ
て
、
今
後
、
幅
広
い
分
野
の
研
究
論
文
の
掲
載
が

期
待
さ
れ
る
。

な
お
、
本
書
に
収
録
さ
れ
て
い
な
い
「
新
出
楚
簡
国
際
学
術
研

討
会
」
の
論
文
は
、
前
述
の
『
楚
地
簡
吊
思
想
研
究
（
三
）
』
に
収

録
さ
れ
て
い
る
。

『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
（
―
|
五
）
文
字
編
』
（
李

守
奎
•
曲
沐
•
孫
偉
龍
編
著
、
作
家
出
版
社
、
二

0
0
七
年
十
二

月
、
一

0
0
五
頁
、
縦
組
繁
体
字
）

『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
』
の
第
分
冊
か
ら
第
五
分
冊

ま
で
の
楚
文
字
を
網
羅
し
た
字
書
。
第
五
分
冊
ま
で
の
全
て
の
文

字
・
標
点
符
号
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
『
香
港
中
文
大
学
文

物
館
蔵
簡
閥
』
掲
載
の
楚
簡
十
点
も
あ
わ
せ
て
収
録
し
て
い
る
。

文
字
の
排
列
は
『
説
文
解
字
』
に
よ
り
、
『
説
文
解
字
』
に
見
ら

れ
な
い
文
字
に
つ
い
て
は
部
首
に
従
っ
て
排
列
し
て
い
る
。
字
頭

が
二

0
九
六
個
、
単
字
が
一
七
五
九

0
個
。
記
載
形
式
と
し
て
は
、

枠
外
に
釈
文
（
楷
書
体
）
、
小
笈
、
隷
定
の
順
に
掲
げ
、
枠
内
に
楚

文
字
（
竹
簡
の
写
真
を
取
り
込
ん
だ
も
の
）
と
そ
の
出
処
の
略
記

（
例
え
ば
、
第
一
分
冊
所
収
『
孔
子
詩
論
』
第
二
十
二
簡
の
三
十

一
字
目
の
場
合
、
「
一
・
孔
子
2
2
・
3
1

」
)
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
按
語
（
注
釈
）
は
一
四

O
O
余
条
に
及
び
、
楚
文
字
の
音

読
•
構
形
・
異
文
に
つ
い
て
、
『
説
文
解
字
』
古
文
と
の
関
係
、
後

世
の
字
書
の
同
形
字
と
の
関
係
等
に
つ
い
て
記
し
て
い
る
。

附
録
と
し
て
、
合
文
、
重
文
、
存
疑
、
残
文
、
標
識
符
号
、
各

文
献
毎
の
釈
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
巻
末
に
は
、
部
首
検
字
表

と
耕
音
検
字
表
と
が
あ
り
、
文
字
の
検
索
に
便
利
で
あ
る
。

本
書
は
、
上
博
楚
簡
に
関
す
る
総
合
的
な
字
書
と
し
て
は
初
の

も
の
で
あ
り
、
戦
国
楚
簡
研
究
に
と
っ
て
必
須
の
エ
具
書
と
な
ろ

う
。
ま
た
、
『
楚
文
字
編
』
（
李
守
奎
編
著
、
華
東
師
範
大
学
出
版

社
、
二

0
0
三
年
十
二
月
。
提
要
（
五
）
で
解
説
済
み
）
の
続
刊

と
見
な
せ
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
文
字
学
研
究
に
と
っ
て
も
非
常

に
有
益
な
資
料
で
あ
る
。
今
後
、
第
六
分
冊
以
降
も
含
め
た
字
書

が
刊
行
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

な
お
、
郭
店
楚
簡
に
関
す
る
字
書
と
し
て
『
郭
店
楚
簡
文
字
編
』

（
張
守
中
・
張
小
消
・
祁
建
文
撰
集
、
文
物
出
版
社
、
二

0
0
0
 

年
五
月
。
提
要
（
一
）
で
解
説
済
み
）
が
あ
る
。
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『
郭
店
楚
簡
の
研
究
』
第
六
巻
•
第
七
巻
（
大
東
文
化
大

学
郭
店
楚
簡
研
究
班
編
、
大
東
文
化
大
学
大
学
院
事
務
室
。
第
六

巻
、
二

0
0
五
年
三
月
、
二
ニ
三
頁
。
第
七
巻
、
二

0
0
六
年
一

月
、
一
六
八
頁
。
縦
組
和
文
）

郭
店
楚
簡
『
性
自
命
出
』
の
訳
注
と
関
係
論
著
目
録
と
を
収
録

し
た
書
（
第
六
巻
に
「
そ
の
三
」
、
第
七
巻
に
「
そ
の
四
」
。
第
四

巻
よ
り
始
ま
っ
た
『
性
自
命
出
』
の
訳
注
は
、
第
七
巻
を
も
っ
て

完
結
）
。
大
学
院
ゼ
ミ
の
成
果
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
訳
注
の

底
本
に
は
文
物
本
を
用
い
て
い
る
。

「
そ
の
三
」
で
は
、
第
五
十
号
簡

S
第
六
十
七
号
簡
ま
で
を
、

「
そ
の
四
」
で
は
、
第
二
十
一
号
簡

S
第
三
十
五
号
簡
ま
で
を
掲

載
し
て
い
る
。
第
七
巻
に
第
二
十
一
号
簡

S
第
三
十
五
号
簡
ま
で

が
掲
載
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
授
業
の
時
間
に
行
っ
て
い
る

と
い
う
教
育
上
の
事
情
に
よ
る
こ
と
が
序
文
に
記
さ
れ
て
い
る
。

「
本
文
」
「
訓
読
」
「
口
語
訳
」
「
注
」
か
ら
な
り
、
非
常
に
詳

細
な
「
注
」
を
備
え
て
い
る
。
ま
た
、
『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹

書
（
一
）
』
（
馬
承
源
主
編
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
二

0
0
一
年
十

一
月
）
所
収
の
『
性
情
論
』
が
、
『
性
自
命
出
』
と
同
じ
楚
系
文
字

を
用
い
、
同
じ
時
代
に
楚
国
で
抄
写
さ
れ
た
、
同
じ
内
容
を
有
す

る
儒
家
の
思
想
文
献
で
あ
る
た
め
、
『
性
情
論
』
を
も
検
討
の
対
象

と
し
て
い
る
。
郭
店
楚
簡
『
性
自
命
出
』
・
上
博
楚
簡
『
性
情
論
』

は
も
と
よ
り
、
儒
家
の
性
論
を
再
検
討
す
る
上
で
も
、
非
常
に
有

益
な
資
料
と
な
ろ
う
。

な
お
、
本
書
の
第
一
巻
に
は
『
太
一
生
水
』
『
窮
達
以
時
』
の
訳

注
•
関
係
論
著
目
録
、
第
二
巻
に
は
『
魯
穆
公
問
子
思
』
『
忠
臣
之

道
』
の
訳
注
•
関
係
論
著
目
録
、
第
三
巻
に
は
郭
店
楚
簡
に
関
す

る
論
文
、
第
四
巻
に
は
『
性
自
命
出
』
の
訳
注
「
そ
の
一
」
•
関
係

論
著
目
録
、
第
五
巻
に
は
『
性
自
命
出
』
の
訳
注
「
そ
の
二
」
・

関
係
論
著
目
録
が
収
録
さ
れ
て
い
る
（
提
要
（
一
）
、
提
要
（
八
）

で
解
説
済
み
）
。

『
上
海
博
楚
簡
の
研
究
（
一
）
』
（
大
東
文
化
大
学
上
海
博
楚

簡
研
究
班
編
、
大
東
文
化
大
学
大
学
院
事
務
室
、
二

0
0
七
年
三

月
、
二
六
六
頁
、
縦
組
和
文
）

上

博

楚

簡

の

訳

注

と

関

係

論

著

目

録

と

を

収

録

し

た

書
。
大
学
院
ゼ
ミ
の
成
果
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
底
本
に
は
、

『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
（
三
）
』
（
馬
承
源
主
編
、
上
海
古

籍
出
版
社
、
二

0
0
四
年
三
月
）
所
収
の
『
周
易
』
を
用
い
て
い

る。
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ま
ず
、
「
関
係
論
著
目
録
」
と
し
て
、
上
博
楚
簡
『
周
易
』
に
つ

い
て
論
じ
た
著
書
・
雑
誌
論
文
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
論
文
な
ど
を

順
次
列
記
し
て
い
る
（
掲
載
さ
れ
て
い
る
論
著
は
、
二

0
0
六
年

十
二
月
ま
で
の
も
の
）
。

次
に
、
上
博
楚
簡
『
周
易
』
訳
注
「
そ
の

1
」
と
し
て
、
第
一

簡
か
ら
第
十
五
簡
ま
で
（
蒙
卦
．
需
卦
•
訟
卦
•
師
卦
•
比
卦
・

大
有
卦
•
謙
卦
・
豫
卦
）
の
訳
注
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ

れ
「
本
文
」
「
訓
読
」
「
口
語
訳
」
「
注
」
か
ら
な
る
。
と
り
わ
け

「
注
」
は
非
常
に
詳
細
で
あ
り
、
通
行
本
・
馬
王
堆
本
・
阜
陽
漢

簡
本
等
と
の
比
較
も
な
さ
れ
て
い
る
た
め
、
『
周
易
』
の
研
究
に
お

い
て
有
益
な
資
料
と
な
ろ
う
。

な
お
、
本
書
は
、
一
九
九
九
年
か
ら
二

0
0
六
年
に
刊
行
さ
れ

た
『
郭
店
楚
簡
の
研
究
』
（
前
掲
書
）
の
後
継
雑
誌
に
当
た
り
、
今

後
継
続
し
た
刊
行
が
期
待
さ
れ
る
。

『
上
博
楚
簡
研
究
』
（
湯
浅
邦
弘
編
、

年
五
月
、
四
八
七
頁
、
縦
組
和
文
）

汲
古
書
院
、
二

0
0
七

上
博
楚
簡
に
つ
い
て
、
中
国
哲
学
研
究
と
中
国
古
文
字
学
研
究

の
専
門
家
か
ら
な
る
「
戦
国
楚
簡
研
究
会
」
の
共
同
研
究
の
成
果

を
ま
と
め
た
書
。

本
書
は
、
上
博
楚
簡
に
関
す
る
論
文
十
八
篇
を
収
録
し
、
そ
の

内
容
は
、
主
に
上
博
楚
簡
の
第
四
分
冊
•
第
五
分
冊
所
収
の
文
献

に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
第
一
部
「
総
論
」
、
第
二
部
「
思
想
史
研

究
」
、
第
三
部
「
字
体
•
竹
簡
形
制
研
究
」
の
三
部
構
成
で
あ
る
。

第
一
部
「
総
論
」
は
二
章
か
ら
な
る
。
第
一
章
「
戦
国
楚
簡
と

中
国
古
代
思
想
史
研
究
」
で
は
、
湯
浅
邦
弘
氏
が
戦
国
楚
簡
を
取

り
扱
う
意
義
を
明
ら
か
に
し
、
戦
国
楚
簡
研
究
が
中
国
古
代
思
想

史
研
究
に
い
か
な
る
再
検
討
を
迫
る
か
に
つ
い
て
概
説
し
て
い
る
。

第
二
章
「
新
出
土
資
料
と
諸
子
百
家
研
究
」
で
は
、
浅
野
裕
一
氏

が
新
出
土
資
料
の
発
見
が
諸
子
百
家
研
究
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を

及
ぼ
し
つ
つ
あ
る
か
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
る
。

第
二
部
「
思
想
史
研
究
」
は
十
二
章
か
ら
な
り
、
文
献
の
性
格
、

伝
世
文
献
と
の
比
較
、
思
想
的
特
色
等
に
つ
い
て
の
論
考
が
掲
載

さ
れ
て
い
る
。
各
章
の
題
目
は
以
下
の
通
り
。
第
三
章
「
『
三
徳
』

の
全
体
構
造
と
文
献
的
性
格
」
（
湯
浅
邦
弘
）
、
第
四
章
「
『
三
徳
』

の
天
人
相
関
思
想
」
（
湯
浅
邦
弘
）
、
第
五
章
「
『
君
子
為
證
』
と

孔
子
素
王
説
」
（
浅
野
裕
一
）
、
第
六
章
「
『
相
邦
之
道
』
の
全
体

構
成
」
（
浅
野
裕
一
）
、
第
七
章
「
『
内
礼
』
の
文
献
的
性
格
」
（
福

田
哲
之
）
、
第
八
章
「
『
季
康
子
問
於
孔
子
』
の
編
聯
と
構
成
」
（
福

田
哲
之
）
、
第
九
章
「
荀
子
「
天
人
之
分
」
論
の
批
判
対
象
ー
上
博

楚
簡
が
語
る
も
の
ー
」
（
菅
本
大
二
）
、
第
十
章
「
父
母
の
合
葬
I

『
昭
王
毀
室
』
ー
」
（
湯
浅
邦
弘
）
、
第
十
「
語
り
継
が
れ
る
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先
王
の
故
事
ー
『
昭
王
典
典
之
牌
』
ー
」
（
湯
浅
邦
弘
）
、
第
十

章
「
『
鬼
神
之
明
』
と
『
墨
子
』
明
鬼
論
」
（
浅
野
裕
一
）
、
第
十

三
章
「
『
曹
沫
之
陳
』
の
兵
学
思
想
」
（
浅
野
裕
一
）
、
第
十
四
章

「
『
飽
叔
牙
輿
隅
朋
之
諌
』
の
災
異
思
想
」
（
浅
野
裕
一
）
、
第
十

五
章
「
『
影
祖
』
に
お
け
る
「
長
生
」
の
思
想
」
（
湯
浅
邦
弘
）
。

第
三
部
「
字
体
•
竹
簡
形
制
研
究
」
は
三
章
か
ら
な
り
、
竹
簡

の
字
体
や
形
制
に
つ
い
て
の
論
考
を
掲
載
し
て
い
る
。
各
章
の
題

目
は
以
下
の
通
り
。
第
十
六
章
「
出
土
古
文
献
復
原
に
お
け
る
字

体
分
析
の
意
義
」
（
福
田
哲
之
）
、
第
十
七
章
「
『
曹
沫
之
陳
』
に

お
け
る
竹
簡
の
綴
合
と
契
口
」
（
竹
田
健
二
）
、
第
十
八
章
「
上
博

楚
簡
『
采
風
曲
目
』
の
竹
簡
の
形
制
に
つ
い
て
ー
契
口
を
中
心
に

|
」
（
竹
田
健
二
）
。

本
書
は
、
日
本
国
内
に
お
い
て
、
上
博
楚
簡
の
第
四
分
冊
•
第

五
分
冊
所
収
の
文
献
を
い
ち
早
く
取
り
上
げ
た
研
究
書
で
あ
り
、

今
後
の
国
内
外
に
お
け
る
戦
国
楚
簡
研
究
の
発
展
に
寄
与
す
る
一

書
と
な
ろ
う
。

な
お
、
戦
国
楚
簡
研
究
会
の
成
果
と
し
て
、
上
博
楚
簡
の
第
一

分
冊
•
第
二
分
冊
•
第
三
分
冊
所
収
の
文
献
を
主
に
取
り
上
げ
た

も
の
に
、
『
竹
簡
が
語
る
古
代
中
国
思
想
ー
上
博
楚
簡
研
究
ー
』
（
浅

野
裕
一
編
、
汲
古
書
院
、
二

0
0
五
年
四
月
）
が
あ
る
（
提
要
（
七
）

で
解
説
済
み
）
。

『
郭
店
楚
簡
儒
教
の
研
究
ー
儒
系
三
篇
を
中
心
に
し
て

|
』
（
李
承
律
著
、
汲
古
書
院
、
二

0
0
七
年
十
一
月
、
六
六
〇

頁
、
縦
組
和
文
）

郭
店
楚
簡
に
関
す
る
研
究
書
。
郭
店
楚
簡
と
、
他
の
文
献
資
料

と
を
比
較
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
中
国
古
代
の
思
想
文
化
の

特
質
及
び
そ
の
全
体
像
を
解
明
し
て
い
る
。
主
に
取
り
上
げ
て
い

る
文
献
は
、
郭
店
楚
簡
『
唐
虞
之
道
』
『
性
自
命
出
』
『
魯
穆
公
問

子
思
』
の
三
篇
で
あ
る
。

序
論
「
郭
店
楚
墓
竹
簡
と
中
国
古
代
思
想
史
研
究
」
で
は
、
郭

店
楚
簡
と
中
国
古
代
思
想
史
研
究
に
つ
い
て
概
説
し
て
い
る
。

第
一
部
「
『
唐
虞
之
道
』
の
党
舜
禅
譲
説
の
研
究
」
で
は
、
『
唐

虞
之
道
』
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
で
あ
る
党
舜
禅
譲
説
及
び
愛
親
と
尊

賢
、
さ
ら
に
発
舜
禅
譲
説
を
特
徴
づ
け
る
利
・
養
生
・
知
命
・
謙

遜
の
四
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
考
察
し
て
い
る
。
各
章
の
題
目
は
以

下
の
通
り
。
第
一
章
「
『
唐
虞
之
道
』
の
発
舜
禅
譲
説
」
、
第
二
章

「
『
唐
虞
之
道
』
の
愛
親
と
孝
思
想
の
特
質
」
、
第
三
章
「
『
唐
虞

之
道
』
の
尊
賢
思
想
と
先
秦
時
代
の
尚
賢
論
」
、
第
四
章
「
『
唐
虞

之
道
』
の
社
会
的
利
思
想
」
、
第
五
章
「
『
唐
虞
之
道
』
の
接
生
思

想
」
、
第
六
章
「
『
唐
虞
之
道
』
の
知
命
と
中
国
古
代
の
命
論
」
、

第
七
章
「
『
唐
虞
之
道
』
の
謙
遜
思
想
」
、
お
わ
り
に
「
『
唐
虞
之

道
』
の
成
立
時
期
と
所
属
学
派
」
、
付
章
「
『
唐
虞
之
道
』
の
本
文
・
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訓
読
•
口
語
訳
」
。

第
二
部
「
『
性
自
命
出
』
の
性
情
説
と
礼
楽
説
の
研
究
」
で
は
、

『
性
自
命
出
』
の
中
に
見
え
る
自
然
秩
序
観
と
聖
人
制
作
説
と
が

錯
綜
し
た
状
態
に
あ
る
こ
と
を
手
が
か
り
に
、
性
情
論
及
び
礼
楽

説
が
儒
家
内
部
で
ど
の
よ
う
に
展
開
し
た
か
、
道
家
の
性
説
と
人

為
否
定
の
論
理
と
を
ど
の
よ
う
に
克
服
し
た
か
等
の
諸
問
題
を
考

察
し
て
い
る
。
各
章
の
題
目
は
以
下
の
通
り
。
第
一
章
「
問
題
の

所
在
」
、
第
二
章
「
『
性
自
命
出
』
の
性
情
説
」
、
第
三
章
「
『
性
自

命
出
』
の
礼
楽
説
I
礼
学
の
根
源
」
、
第
四
章
「
『
性
自
命
出
』
の

礼
楽
説
の
漢
代
儒
教
へ
の
影
響
」
。

第
三
部
「
『
魯
穆
公
問
子
思
』
の
忠
臣
観
の
研
究
」
で
は
、
『
魯

穆
公
問
子
思
』
の
中
心
思
想
で
あ
る
忠
臣
観
や
、
君
臣
関
係
を
支

え
る
原
理
で
あ
る
爵
禄
と
義
を
め
ぐ
る
思
想
的
歴
史
的
背
景
等
の

問
題
を
中
心
に
論
を
進
め
て
い
る
。
各
章
の
題
目
は
以
下
の
通
り
。

第
一
章
「
『
魯
穆
公
問
子
思
』
の
忠
臣
観
の
特
徴
」
、
第
二
章
「
先

秦
時
代
の
忠
ー
ま
こ
と
•
ま
ご
こ
ろ
の
忠
と
忠
君
・
忠
誠
の
忠
」
、

第
三
章
「
『
荀
子
』
臣
道
篇
に
お
け
る
忠
の
ラ
ン
ク
づ
け
と
『
韓
非

子
』
の
忠
」
、
第
四
章
「
諸
他
の
文
献
に
見
ら
れ
る
忠
臣
と
の
比
較

考
察
」
、
第
五
章
「
爵
禄
と
義
」
。

結
論
「
郭
店
一
号
楚
墓
よ
り
見
た
中
国
考
古
類
型
学
の
方
法
論

と
白
起
抜
郡
の
問
題
」
で
は
、
以
上
の
思
想
史
的
検
討
に
加
え
、

考
古
学
の
視
点
か
ら
郭
店
楚
簡
の
墓
葬
年
代
に
関
す
る
諸
問
題
を

再
検
討
し
、
現
在
の
般
的
な
見
解
（
紀
元
前
三

0
0
年
頃
）
と

は
異
な
っ
た
見
解
を
提
示
し
て
い
る
。
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